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刊
一
一
同
蔵
、
水
楽
大
典
巻
八

O
九
四
零
簡
に
つ
い
て

永
楽
大
典
二
二
、
八
七
七
巻
、
正
本
は
早
く
明
末
に
滅
び
、
皇
史
成
の
ー

別
本
も
清
末
の
列
強
の
侵
略
に
大
半
を
焼
失
し
た
が
、
こ
の
巻
八

O
九
四

第
一
一
葉
の
零
片
に
も
そ
の
跡
が
生
々
し
い
。
各
所
に
散
じ
た
残
巻
は
日

中
戦
争
で
さ
ら
に
亡
供
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
戦
後
、
そ
れ
ま
で
と
か
く
秘

蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
も
次
第
に
公
民
さ
れ
て
、
現
在
は
よ
う
や
く
八

0
0

巻
に
な
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
多
く
は
北
京
図
書
館
に
集
め
ら
れ
、
一
九
六
O
年
か
ら
七
三
二
巻

が
影
印
さ
れ
た
(
ニ

O
O冊
中
華
書
局
)
。
岩
井
大
慧
永
楽
大
典
現
存

巻
目
表
(
新
訂
〉
(
備
制
鱒
士
す
湖
一
認
識
)
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
は
日
本
所
在

本
の
一
部
、
大
英
博
物
館
蔵
本
そ
の
ほ
か
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
台
湾

で
は
い
ち
は
や
く
中
華
書
局
本
を
さ
ら
に
影
印
し
て
出
し
た
が
(
一

O
O

冊
世
界
書
局
〉
、
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
付
録
の
ほ
か
に
、
ベ
ル
リ
ジ

人
種
博
物
館
蔵
の
七
巻
、
台
北
の
中
央
図
書
館
蔵
の
三
巻
、
中
央
研
究
院
，

歴
史
語
言
研
究
所
蔵
の
一
巻
、
そ
れ
に
補
遣
の
う
ち
に
岩
井
氏
の
表
に
な

い
巻
二
四

O
O
ハ
六
模
姓
氏
一
一
)
を
新
た
に
加
え
て
い
る
。

尾

i崎

康

岩
井
表
で
は
再
追
記
の
分
を
含
め
て
現
存
が
七
九
七
巻
で
あ
り
、
蘇
振

申
永
楽
大
典
緊
散
考
(
聞
は
玲
央
叩
見
3
4
)
が
七
九
八
巻
と
す
る
の
は
こ

れ
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
表
に
も
旧
大
連
図
書

館
蔵
本
の
一
部
旧
東
方
文
化
図
書
館
蔵
本
な
ど
の
よ
う
に
所
在
不
明
と
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
、
必
ず
こ
れ
だ
け
の
巻
数
が
実
在
す
る
か
確
か
で
は
な

し
V

わ
が
国
で
は
東
洋
文
庫
本
三
二
容
認
一
語
諦
)
や
内
藤
湖
南
旧
蔵

本
(
ニ
巻
東
4
J
M
現
均
一
一
一
杏
雨
書
屋
現
蔵
〉
が
早
く
影
印
さ
れ
、
こ
れ
ら
は

中
華
書
局
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
近
く
は
そ
れ
に
未
収
の
天
理
図
書

館
蔵
本
が
同
館
の
善
本
叢
書
に
含
ま
れ
た
ハ
八
巻
市
出
銭
問
蔀
一
一
一
位
時
)
。

斯
道
文
庫
本
は
わ
ず
か
一
葉
の
零
片
な
が
ら
、
以
上
に
ま
だ
取
上
げ
ら
れ

た
こ
と
の
な
い
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
書
影
を
掲
げ
て
こ
れ
を
紹
介

し
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
こ
の
一
葉
は
巻
八

O
九
四
の
第
一
一
葉
で
あ
る
。
写
真
に
見
る
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A
え
諺
内
野
株
主
水
健
治
・
示
、
M
F
-
民
成
。
ム
予
吠
え
格
下
山
守
永
劫
代
之
浴
中
除
草
・
脳
内
問
一

fit-一会'水没
a

浮丈、札
2
2
5
f
z
z
こ

A
f
-
洋
史
之
J

謀

九

千

建

対
M

神
永
め
掴
何
cm刊
崎
六
十
w
A

佼
ぷ
叱
河
ず
崎
町
ぷ
林
野
町
一

品
川
夕
、
従
人
え
へ
川
崎
一
戸
水
柊
S
1
+
1
1
A
E

剥
s
i
-
-

ぺ町一
K
H
J庁
原
氏
自
行
政
司
会
剖
一

雄
九
守
者
ベ
ハ
火
水
資
庚
茶
氷
え
d

眠
、
，
浮
腕
川
十
ム
そ
街
角
以
丸
山
ザ
待
合
外
刻

-A
小
一

九れ必ヘム

f
ム
為
川
部
川
、
本
百
ふ
f
p
ご
込
曲
作
此
久
姶
終
え
吹
く
九
局
、
九
外

f
ム
キ
'
之

七
局
、
冷
持
、
品
川
ム
，
十
一
三
換
得
時
ヘ
捌
く
足
。
一
↑
=
一
円
浮
消
息
不
特
よ
派
噌
主
'
わ

i

一
丸
ん
舎
で
氏
出
川
崎
ヘ
、
ん
が
掛
川
昧
&
'
巧
-
河
北
町
&
令
官
伺
守
防
ム
ド
止
託
、
出
ペ

ι-Jい
あ
均

利
汚
染
羽
北
一
品
普
ド
外
実

J

留
え
必
ず
守
成
史
書
求
襲
A
K
芳
羽
交
牧
除
問
手
心

除
句
史
住
'
九
主
c
田

氏

吠

spp

鈴
川
崎
品
不
可
え
心
。
刀
モ
係
ふ
d

町
、
山
本
弁
段
吠
成
十
へ
呉

市
川
応
決
に
去

vmp吠
梓

混

所

暴
c人
泰
北
川
、
銭
「
品
郎
防
m
冷
ム
丸
太
ム
そ
v
失
明
依
久
丸
，

a

夜
、
嶋
崎
ぬ
宇
高
品
川
共
謀
峰
崎
叫
引
ム
操
守
伴
氏
-
e
{

掛
川
ぷ
主
主
久
指
作
成
十
句
不
九
時
徴

浪
、
保
ハ
ム
雪
崩
戸
川
丸
銭
均
気
州
議
乙
有
Z
{

武
夫
ぜ
払
祈
持
衿
M
f
.
高
治
で
氏
城
、

1
8

典

氏

子

午

、

判

叫

吠

除

4

浅
い
作
。
臨
持
ム
片
品
川
、
ム
劫
ヘ
仇
&
吹
外
門
、

I

州
キ
u
刊

行

丈

島

ぞ

ー

・

l
与
&
F

浮

W
J

争

ム

会

ふ

毛

糸

c
ご
民
不
問
先
門
(
令
寝
泊
除
広
が
沖
史
之
丞
若
修
司
バ
山
九

者
有
賀

L

級
品
作
成
特
有
本
亭
主
「
-
両
官
、
毛
主
必
川
氏
舟
地
内
ヤ

e
R
I松
町
賞
六
二
一
句
本
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大
判
の
白
綿
紙
(
四
九
・
六
×
五
こ
で
〉
に
、
双
辺
(
毎
半

葉
三
四
×
ニ
了
七
で
)
・
有
界
八
行
の
紅
格
が
施
さ
れ
る
。
見
出
し
の
語

は
大
字
で
、
行
ほ
ぼ
一
五
宇
に
相
当
し
、
多
く
の
図
書
を
引
く
そ
の
説
明

は
小
字
双
行
で
、
一
格
を
低
し
て
行
ニ
八
字
、
裏
の
世
説
新
語
を
引
く
一

部
に
あ
る
よ
う
に
、
と
き
に
さ
ら
に
小
字
で
や
は
り
双
行
の
注
文
が
あ
る

が
、
字
数
に
変
り
は
な
い
。
引
書
名
と
句
点
は
紅
筆
で
あ
る
。
版
心
は
大

紅
口
、
一
ニ
魚
尾
が
あ
り
、
そ
の
間
に
「
永
楽
大
典
巻
八
千
九
十
四
」
の
題

と
「
十
一
」
の
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
に
つ
い
て
は
次
に
い
さ
さ
か
考
証
す
る
が
、
表
に
荊
州
府
城
、
裏

に
江
陵
城
の
二
城
名
が
大
書
さ
れ
て
い
て
、
一
見
し
て
城
に
関
す
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
城
の
部
は
巻
八

O
六
二
か
ら
始
っ
て
、
八
二
こ
ま

で
の
六

O
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
こ
の
前
の
五
巻
が
大
英
博
物
館
(
巻

八
O
八
九
・
八

O
九
O
)
と
北
京
図
書
館
ハ
巻
八

O
九
一
・
八

O
九
二
・

八
O
九
一
ニ
)
に
現
存
し
、
い
ず
れ
も
韻
目
が
十
九
庚
、
内
容
が
城
と

な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
続
い
て
巻
八

O
九
四
も
械
の
一
部
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
城
の
部
の
首
は
巻
八

O
六
二
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
第
三
三
巻
で
、
城
の
部
の
全
六

O
巻
の
ほ
ぼ
中
ご
ろ
に
あ
た
る
。

と
う
り
で
、

第
一
行
は
、
前
葉
か
ら
続
く
小
字
双
行
の
五
四
宇
に
始
り
、
つ
い
で
荊

州
府
城
と
大
書
し
て
、
荊
州
府
図
経
志
と
玉
海
を
引
く
。
荊
州
府
は
明
代

に
は
湖
広
布
政
司
管
内
の
一
五
府
ニ
州
の
一
で
あ
り
、
江
陵
は
そ
の
領
内

第
一
の
県
で
あ
る
ハ
明
史
巻
四
四
地
理
志
五
)
。

荊
州
府
図
経
士
山
は
現
存
し
な
い
し
、
明
志
嘉
文
志
に
も
み
え
な
い
。

が
、
荊
州
府
は
宋
・
元
代
に
は
な
く
、
明
の
太
祖
の
甲
辰
の
年
(
二
ニ
ム
ハ

四
)
七
月
、
す
な
わ
ち
呉
の
元
年
、
洪
武
を
称
す
る
四
年
前
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
か
ら
永
楽
大
典
編
纂
ま
で
の
四

0
年
間

に
成
立
し
た
地
誌
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

張
国
詮
中
国
古
方
志
考
〈
中
華
書
局
一
九
六
二
年
)
も
い
う
と
う

り
、
太
平
御
覧
の
経
史
図
書
綱
自
に
荊
州
図
経
が
あ
っ
て
、
本
文
に
三

条
引
か
れ
、
輿
地
紀
勝
に
も
四
条
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陳
運
溶

荊
州
図
記
輯
本
(
庭
山
精
舎
叢
書
第
一
輯
輯
扶
類
荊
湘
地
記
二
十
九

(
1〉

種
)
に
文
選
李
善
注
引
一
事
と
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
が
、
荊
州
は
公

式
に
は
唐
の
上
元
元
年
(
七
六

O
)
ま
で
の
地
名
で
も
あ
り
ハ
旧
唐
書
巻

三
九
地
理
志
ニ
〉
、
荊
州
図
経
は
唐
代
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
同
様
に
、
荊
州
図
記
が
、
文
選
李
善
注
に
四
条
、
北
堂
書
紗
に
五

条
、
喜
文
類
緊
に
二
条
、
初
学
記
に
四
条
、
太
平
御
覧
に
ニ
一
条
、
太
平

嚢
宇
記
に
一
条
、
輿
地
紀
勝
に
一
条
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ

ら
も
唐
の
か
な
り
早
い
時
期
の
書
で
あ
る
。
荊
州
図
経
・
荊
州
図
記
と
い

う
地
誌
が
唐
代
か
ら
存
在
し
、
孫
引
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
前
者

は
万
暦
湖
広
通
志
に
二
条
の
引
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
代
ま

で
影
響
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
明
初
に
荊
州
府
図
経

志
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
永
楽
大
典
の
残
八

O
O巻
の
う
ち
に
は
、
湖
・
蘇
州
・
遼
州
・

潮
州
・
衡
州
・
広
州
・
倉
な
ど
に
分
類
さ
れ
た
巻
に
各
種
の
地
誌
を
頻
繁

に
引
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
荊
州
図
経
士
山
は
み
え
ず
、
お
そ
ら
く
こ
の

一
条
の
ほ
か
に
引
用
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

清
代
の
荊
州
府
志
に
は
、
康
照
二
四
年
序
刊
本
(
内
閣
文
庫
蔵
三
六

巻
一
九
冊
)
、
乾
隆
ニ
ニ
年
刊
本
(
東
洋
文
庫
蔵
五
八
巻
一
八
冊
・
内

-542-



関
文
庫
蔵
ニ

O
冊
)
、
光
緒
六
年
刊
本
(
各
所
蔵
八

O
巻
三
ニ
冊
)
が

ハ
2
)

あ
り
、
荊
州
府
城
に
つ
い
て
一
部
や
や
似
る
が
む
ろ
ん
同
文
で
な
く
二
元

以
前
の
記
事
は
こ
の
図
経
志
、
が
い
ち
ば
ん
詳
し
い
。

図
経
志
と
称
す
る
地
誌
は
、
永
楽
大
典
で
は
、
こ
の
前
の
同
じ
械
の
巻

八
O
九一

t
三
の
三
巻
に
六
書
が
み
え
、
そ
の
ほ
か
の
巻
に
も
少
く
と
も

ニ
一
は
数
え
ら
れ
、
州
図
経
志
も
あ
る
が
、
府
の
単
位
に
は
ほ
と
ん
ど
に

存
在
し
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
現
存
本
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
主
要
図
書

館
・
研
究
所
所
液
中
園
地
方
志
綜
合
目
録
ハ
明
捕
時
崎
市
一
宮
崎
諮
問
一
服
一
九
六
九

年
)
で
は
明
の
嘉
靖
の
図
経
志
書
と
い
う
の
が
一
、
図
経
が
明
末
の
天
啓

の
一
を
含
め
て
清
の
四
、
図
志
が
こ
で

1

図
経
志
は
な
い
。
北
京
図
書
館

善
本
書
目
、
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
が
一
允
一
二
三
年
の
北
平
図
書
館
善
本
書
目
に
な
る
と
、
や
は
り
図

経
、
図
経
志
書
で
も
、
乾
道
・
淳
祐
・
景
泰
・
弘
治
と
い
う
宋
と
明
初
の

も
の
に
こ
の
よ
う
な
書
名
の
も
の
が
あ
る
。

中
国
古
方
志
考
の
目
次
で
数
え
る
と
、
図
経
の
名
の
つ
く
地
誌
が
四
六

四
に
及
び
、
そ
の
う
ち
宋
代
の
書
と
さ
れ
る
も
の
が
一
九
九
、
唐
が
一

三
、
隔
が
六
、
元
が
七
、
漢
・
後
漢
・
陳
が
各
一
で
あ
る
。
他
の
二
三
六

は
た
だ
扶
と
あ
る
が
、
そ
の
侠
文
の
所
在
を
み
る
と
や
は
り
唐
宋
の
、

と
く
に
大
半
は
輿
地
紀
勝
な
ど
の
宋
代
の
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
よ
り

早
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
一
部
が
元
代
の
書
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
図
経
志
と
称
す
る
も
の
は
わ
ず
か
に
二
部
で
、
元
の
椛
州
図
経

志
と
宋
の
淳
祐
江
州
図
経
志
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
と
も
に
永
楽
大
典
だ
け

(
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に
そ
の
書
名
と
侠
文
が
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
永
楽
大
典
に
は
現
存
部
分

の
う
ち
の
地
理
関
係
の
ニ

O
巻
余
だ
け
で
二
八
部
も
図
経
志
を
引
い
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
較
べ
る
と
中
国
古
方
志
考
に
図
経
ば
か
り
で

図
経
志
が
皆
無
に
近
い
の
を
訪
り
も
す
る
が
、
い
ま
は
考
証
の
余
裕
が
な

い
。
中
国
古
方
志
考
は
「
至
元
代
止
」
で
あ
る
し
、
永
楽
大
典
は
明
初
で

微
妙
で
あ
る
が
、
宋
史
義
文
志
工
も
図
経
だ
け
が
一

O
種
，
著
録
さ
れ
る
。

文
淵
閣
書
目
で
は
、
府
・
州
・
県
に
図
志
は
か
な
り
多
い
が
、
図
経
は
江

州
と
長
楽
県
の
二
部
だ
け
で
あ
り
、
図
経
士
山
は
ま
っ
た
く
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
宋
の
地
方
志
は
し
ば
し
ば
図
経
と
称
し
、
元
か
ら

明
に
か
け
て
は
図
経
志
の
名
が
流
行
し
た
が
、
明
の
中
ご
ろ
か
ら
は
双
方

と
も
に
衰
え
、
と
く
に
後
者
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

江
陵
城
の
条
で
は
、
こ
の
半
葉
の
範
囲
で
は
、
郡
県
志
・
元
一
統
志
・

世
説
新
語
の
三
書
を
引
く
。
元
和
郡
県
志
・
輿
地
広
記
・
通
鑑
は
元
一
統

志
の
所
引
で
あ
る
。

郡
県
志
は
宋
を
皇
朝
と
い
い
、
こ
こ
に
淳
照
一
一
一
一
年
の
記
事
ま
で
載
せ

る
か
ら
、
南
宋
の
江
陵
郡
県
志
で
あ
る
。
明
の
荊
州
府
は
、
宋
代
に
は
荊

南
府
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
淳
照
以
後
は
江
陵
府
で
あ
り
、

そ
の
府
治
の
所
在
は
江
陵
郡
、
江
陵
県
で
も
あ
っ
た
(
宋
史
八
八
地
理

志
四
〉
。
元
一
統
志
に
古
江
陵
府
城
と
い
う
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
が
、

越
万
里
校
輯
本
(
中
華
書
局
一
九
六
六
年
〉
に
は
、
河
南
江
北
等
処
行

中
書
省
に
属
す
る
こ
の
付
近
の
記
事
は
乏
し
く
、
こ
の
一
条
も
採
録
さ
れ

て
い
な
い
。
江
陵
郡
県
志
も
現
存
せ
ず
、
宋
史
塞
文
士
山
に
も
み
え
な
い
。

な
お
、
中
国
古
方
志
考
は
江
陵
志
を
二
部
収
録
し
、
そ
の
後
者
を
南
宋
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後
期
の
淳
祐
の
進
士
の
周
応
合
の
纂
と
し
て
い
る
。

清
代
の
江
陵
県
志
に
は
、
嘉
慶
五
年
(
刊
誤
・
六
巻
)
、
乾
隆
五
九
年

(
五
八
巻
)
、
光
緒
三
年
(
六
五
巻
)
の
刊
本
が
あ
る
が
、
か
な
り
断
片

的
な
が
ら
こ
の
郡
県
志
と
同
句
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
葉
の
冒
頭
の
小
字
双
行
の
五
四
字
に
は
標
題
の
城
名
が
な
い
が
、

「
輿
地
紀
勝
焚
車
城
」
と
あ
る
か
ら
、
焚
車
城
が
そ
れ
か
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、
輿
地
紀
勝
の
成
農
五
年
南
海
伍
氏
専
雅
堂
刊
一

O
年
重
校
本
に

こ
の
記
事
が
み
え
な
い
。
続
け
て
「
斬
州
広
済
県
」
と
あ
る
が
、
広
済
県

士
山
と
そ
れ
を
管
轄
す
る
黄
州
の
府
志
に
、
奨
噌
城
と
し
て
簡
単
な
が
ら
記

録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
こ
の
城
で
あ
ろ
う
。

乾
隆
一
四
年
刊
(
二

O
巻
王
劫
等
編
)
と
光
緒
一

O
年
刊
ハ
四

O
巻

英
啓
等
編
)
の
黄
州
府
志
、
同
治
二
年
刊
(
一
六
巻
英
啓
等
編
)
の

広
済
県
志
で
あ
っ
て
ハ
い
ず
れ
も
東
洋
文
庫
蔵
)
、
広
済
県
は
宋
代
に
は

薪
州
に
属
し
た
が
、
明
代
に
は
覇
州
と
黄
州
が
合
併
し
て
、
と
も
に
黄
州

府
に
含
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
志
と
も
、
広
済
県
署
の
南
四

O

里
に
武
山
湖
(
午
山
湖
・
午
湖
と
も
い
う
〉
が
あ
り
、
そ
の
東
に
あ
た
る

が
湖
浜
に
奨
噌
城
が
あ
る
こ
と
、
「
伝
漢
高
祖
命
焚
噌
征
九
江
王
線
布
、

築
此
屯
兵
。
奨
噌
城
東
西
各
一
小
城
、
相
伝
為
九
江
王
英
布
宅
、
又
呼
東

京
城
、
西
京
城
」
と
旧
志
や
方
輿
紀
要
に
あ
る
こ
と
を
載
せ
て
い
る
(
輿

図
・
山
川
・
古
蹟
)
。

し
た
が
っ
て
、
荊
州
府
城
の
前
に
は
黄
州
府
の
諸
城
が
列
挙
さ
れ
、
広

済
県
城
は
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
広
済
県
南
端
の
長
江
に
近
い
奨
車
城
な

い
し
奨
噌
城
が
、
そ
の
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
湖
広
布
政
司
管
内
で
は
、
す
で
に
第
一
一
葉
で
あ

る
か
ら
い
く
つ
か
の
州
府
が
終
っ
て
い
る
も
の
の
、
黄
州
府
、
荊
州
府
の

順
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
巻
八

O
九
四
の
残
第
一
一
葉
は
城
の
部
の
湖
広
の
地

方
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
が
、
接
続
す
る
前
の
五
巻
と
の
関
係
を

み
て
お
こ
う
。

巻
八

O
八
九
・
八

O
九
O
の
ニ
巻
は
大
英
博
物
館
蔵
で
、
影
印
本
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
東
洋
文
庫
に
焼
付
写
真
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
奉
天

府
城
以
下
、
明
史
地
理
志
の
行
政
区
分
で
い
う
と
、
西
安
府
・
延
安
府
・

華
州
・
耀
州
・
那
州
の
諸
城
が
入
乱
れ
て
黄
河
上
流
域
か
ら
西
北
方
の
旧

雲
州
・
統
万
・
朔
方
等
の
諸
城
に
及
び
、
険
西
布
政
司
と
際
西
行
都
指
揮

司
の
管
内
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
唐
の
長
安
城
な
ど
西
安
府
の

中
心
が
な
い
か
ら
、
陳
西
は
少
く
と
も
そ
の
前
の
巻
八

O
八
八
か
ら
始
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

続
く
北
京
図
書
館
蔵
の
巻
八

O
九一

t
三
を
み
る
と
、
南
昌
府
に
始
っ

て
、
こ
の
三
巻
で
江
西
布
政
司
所
領
の
一
三
府
の
う
ち
、
瑞
州
府
を
除
く

全
府
の
府
城
・
県
城
そ
の
他
の
小
城
や
故
城
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
瑞
州

府
は
領
県
三
の
小
州
で
、
と
く
に
城
郭
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
局
、
城
の
部
が
京
師
や
南
京
か
ら
起
し
て
き
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
、
一
ニ

巻
を
要
し
つ
つ
陳
西
、
江
西
を
経
て
、
こ
の
巻
か
ら
湖
広
に
至
り
、
お
そ

ら
く
武
昌
府
に
始
っ
て
そ
の
な
か
ば
の
黄
州
府
と
荊
州
府
の
一
部
に
及
ん

だ
の
が
、
こ
の
第
一
一
葉
な
の
で
あ
ろ
う
。
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註〈

1
)

巻
三
八
任
彦
昇
為
活
興
作
求
立
太
宰
・
碑
表
の
李
善
注
で
あ
る

が
、
荊
州
図
経
で
な
く
て
荊
州
図
と
あ
り
、
陳
氏
も
こ
れ
を
採
録
し

た
う
え
で
、
「
案
此
惟
荊
州
図
三
字
、
故
付
録
於
此
」
と
断
っ
て
い

る。

ハ
2
)

朱
土
嘉
編
中
園
地
方
志
綜
録
増
訂
本
(
商
務
印
書
館
一
九

五
八
年
)
も
こ
の
三
部
を
著
録
す
る
が
、
さ
ら
に
明
の
嘉
靖
一
一
年

刊
の
荊
州
府
志
二
一
巻
を
北
京
図
書
館
所
蔵
と
す
る
。

(

3

)

榊
州
図
経
志
は
大
典
の
巻
七
五
一
ム
ハ
(
倉
)
、
江
州
図
経
志
は
巻

七
五
二
ハ
・
八

O
九
二
(
城
)
に
引
か
れ
る
。

追
記
脱
稿
後
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
永
楽
大
典
が
刊
行
さ
れ
、

竺
沙
雅
章
氏
の
解
説
の
末
尾
に
、
こ
の
巻
八

O
九
四
第
一
一
葉
が

写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。
氏
の
地
誌
に
つ
い
て
の
指
摘
に
教

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
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